
令和３年度第２回古賀市文化財保護審議会 

会 議 次 第 

日時：令和４年２月 14日(月)14:00～ 

場所：リーパスプラザこが歴史資料館 

中会議室 

１．開会の言葉 

２．教育長あいさつ 

３．委嘱書交付 

４．会長、副会長選出 

５．会長あいさつ 

６．報告事項 

令和３年度船原古墳調査・活用事業 

７．議事 

  古賀市指定文化財に関する調査審議 

案件：旦ノ原の井戸 

８．その他

次回開催日程について

９．閉会の言葉 
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６.報告事項 令和３年度船原古墳調査・活用事業 

（１）調査 

ア．出土品クリーニング 

１号土坑出土の小札甲 39 ブロックのクリーニングを実施。３月末迄に完了予定。 

 

イ．出土品実測 

１号土坑出土の小札甲と馬具等を実施。 

 

ウ．３Ｄデジタルデータ詳細解析 

遺物の出土状況の検討及びその図化のために、遺物のＣＴデータから作成したＳ

ＴＬデータを遺物出土状況の三次元計測データと統合し、三次元図面（アプリ）を

製作している。今年度は、鉄鏃が多量に集積している箇所の一部を実施。 

 

エ．出土遺物実測図製図業務委託 

遺物実測図のデジタルトレースを委託。３月中旬完了予定。 

  

オ．遺物付着有機質の検討 

皮革や木など付着有機質の種類等について調査を実施。 

 

  カ．『船原古墳Ⅲ』作成 

    船原古墳２号土坑、３号土坑、史跡内にある古墳時代以外の遺構についての報告。

３月末に刊行予定。 

 

（２）活用 

ア．船原古墳パネル展「古賀の宝 船原古墳の世界」 

歴史資料館ギャラリー 期間：令和３年６月 22 日（火）～７月 11 日（日） 

市役所２階市民ホール 期間：令和３年 10 月８日（金）～22 日（金） 

アクロス福岡     期間：令和４年２月７日（月）～13 日（日） 

 

イ．第１回・第２回自然史・歴史講座 船原古墳講座【初級編】 

日 時：【第１回】７月 ３日（土） 【第２回】７月 31 日（土） 

会 場：リーパスプラザこが 歴史資料館 中会議室 

参加者：【第１回】11人 【第２回】13 人（内３人はインターンシップ生） 

 

ウ．令和３年度国史跡船原古墳展「歴史解明！船原古墳」 

期 間：一般向け展示 （前期） ６月 22 日(火)～７月 18 日(日) 

子ども向け展示（後期） ７月 20日(火)～８月 ６日(金) 

会 場：リーパスプラザこが歴史資料館 

来館者：1,303 名（前期：769名 後期：534名、一日平均：32～33人） 
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エ．令和３年度国史跡船原古墳講演会 

日 時：令和３年 10月 23日（土）14:00～16:00 

会 場：リーパスプラザこが交流館多目的ホール 

報 告：甲斐孝司（古賀市教育委員会文化課） 

「船原古墳１号土坑出土竪矧板革綴冑について」 

講 演：鈴木一有（浜松市市民部文化財課長） 

「船原古墳１号土坑出土遺物からみる東国社会」 

参加者：会場 65 人、サテライト会場 19人、配信の瞬間最大視聴者数は 17 人 

 

オ．小札甲復元製作ワークショップ 

日 時：11 月 27日（土）中会議室  

参加者：８組（計 16名） 

内 容：ホログラム（３Ｄ立体画像を映し出す装置）を作成して船原古墳から出

てきた冑の復元画像を観察し、船原古墳や冑について学習。 

 

カ．出土品製作体験キット作製 

  二連三葉文心葉形杏葉の体験キット作製。 成果物は、参加者が体験を通じて遺物

の構造や価値等について学ぶことができるものとし、市内学校授業にて３月に活用

予定。 

   

キ．船原古墳解説映像制作 

  歴史資料館入館者のみでなく、小中学校の学習教材及び生涯学習の講座の資料と

して使用でき、船原古墳の概要をわかり易く伝えることのできる下記①～③の映像

を作成。映像は、市ホームページや YouTube 等で公開。３月中旬完了予定。 

① 史跡船原古墳の価値や魅力を的確に伝えることができる映像コンテンツ 

（20 分程度）…３本（日本語・英語・韓国語） 

② ①のダイジェスト映像（５分程度）…３本（日本語・英語・韓国語） 

③ 史跡船原古墳に親しみを持てる映像コンテンツ（10 分以内）…１本 

 

（３）その他 

ア．報道発表 

日 時：令和３年９月 17 日（金） 

会 場：リーパスプラザこが交流館多目的ホール 

参加者：新聞４社（西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞） 

  昨年度の調査でその形態が明らかになってきた１号土坑出土冑について、事実関

係と歴史的位置付けについて報道発表を実施。新聞各紙では発表翌日の朝刊に掲載。 
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旦ノ原の井戸について 

１．概要 

 旦ノ原井戸は古賀市筵内 2600－５にある（※１）。古賀市を縦貫する唐津街道沿いの北西

端、旧裏糟屋郡筵内村、薦野村、旧宗像郡内殿村、上西郷村の境界付近にあり、「二郡四か

村井戸一つ」と呼ばれた江戸末期竣工の公衆井戸である。青柳宿から約５㎞、畦町宿まで

約３㎞の位置にあり、丘陵地帯であるため井戸がなく住民、旅客が困っていたことから、

江戸末期に付近に住む伊東忠平が自宅内に井戸を掘削し公共の用に開放したといわれる。 

 上記は、この伊東忠平の遺功をたたえ、明治 34 年に建立された顕彰碑「伊東忠平祐義碑」

に刻され、今に伝えられている。 

 昭和 61 年、県道 503 号町川原赤間線改築工事に伴い移転保存されたが、その後平成 21

年にも同線の改築工事に伴って再度移転保存された。 

 現在見られる井戸は、地上部は加工した石材を井桁に組み、深さ２ｍほどの石積である

が、この石積は復元移築したものではなく、石材の再利用に留まる（※２）。 

※１．後述の通り、かつては現在地より更に北側の古賀市筵内字田倉 2600－２内にあった。

また、井戸の北側に十字路があり、この辻によって二郡四村の境界を成す。 

※２．かつては井水まで 80 尺（約 24ｍ）、水溜 11 尺（約 3.3ｍ）の深さと伝わる。

２．沿革 

文久２(1862)年 秋    起工 

文久３(1863)年 秋（９月）竣工 

明治 34(1901)年 10 月  「鑿井紀功碑」建立 

昭和 61(1986)年９月 30 日 県道町川原赤間線改築工事に伴い移転保存 

平成 21(2009)年３月 19 日 同線の改築工事に伴い再移転保存 

３．移転工事 

（１）第 1 回移転前の現況

 昭和 61年の第１回目の移転工事前の正確な位置は測量図等が残されておらず不明である

が、工事関係文書に綴じられる字図等から古賀市筵内字田倉 2600－２内にあり、また同文

書見取図から古賀市筵内側から福津市上西郷に向かって井戸、顕彰碑、樹木（梅）の順で

配置していたことがわかる。昭和 51 年撮影の航空写真を拡大すると、井戸の覆屋と思われ

るものが見られ、現在の位置より福津市側にあったことがわかる。また昭和 55 年４月発行

の広報こがでは、「井戸の横に石碑とともに残る“忠平屋敷”」のキャプションで写真が掲

載されており、写真手前に石碑そして樹木があり、奥に屋敷が見える。したがって、村堺
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の近くまで伊東忠平の屋敷地が占めたものと思われる。なお、同広報こがには「粕屋郡と

宗像郡の五世帯にそれぞれポンプで水を供給しています」と記されるが、移転時を知る職

員からの聞取りでは湧水は見られなかったとのことである。 

（２）移転工事の概要

ア．昭和 61 年移転工事

県道 503 号町川原赤間線（旧唐津街道）の改築工事が行われることとなり、法線内にあ

った「旦ノ原井戸」及び「伊東忠平祐義碑」の保存について、福岡県、古賀町（当時）教

育委員会及び土地所有者で協議が行われ、井戸及び碑は近隣の土地に移転保存することと

なった。移転保存事業は費用負担を福岡県が行い、移転地所有者から古賀市（当時は古賀

町）が土地の寄附を受け、古賀市が移転工事を実施している。 

 工事内容は、井戸上屋の解体および移転先として確保された 19.8 ㎡の土地内への井戸と

碑の移設、井戸上屋の新設、説明板設置、樹木の移植である。井戸は湧水機能を考慮せず、

地上部の井桁は本来の造形としたが、石積は完全な復元は困難なため深さ３ｍほどを復元

することとしたようである。工事は昭和 61 年８月２日着手、同年９月 30 日竣工。 

イ．平成 21 年移転工事

県道 503 号町川原赤間線の改築工事が計画され、昭和 61 年の移転地の大半が法線にかか

ることとなった。福岡県と古賀市教育委員会の協議の結果、再度の移転工事を行うことと

したが、隣接地の地権者のご好意により現用地の西側隣地を確保し移転工事を進めること

ができた。地権者は伊東忠平の玄孫に当るとのことで、快く御協力を頂いた。 

 工事内容は、移転先として確保した 18.61 ㎡の土地内へすべての構造物を移転するもの

である。井戸移設工事の内容は旧復元井戸と同じであるが、深さは２ｍ程度とした。また、

構造物の配置は見学者の利便等を考え、碑と樹木の位置を入れ替えて碑を前面に移設し、

説明板は井戸上屋の内部に設置した。工事は平成 21年 1月 20日着手、同年 3月 19日竣工。 

４．顕彰碑 

 碑部の高さ 154 ㎝、幅 45 ㎝前後、厚み 34 ㎝前後で、方形３段の基壇上に建てられてい

る。基壇は１段目１辺 1.13 ㎝、高さ 15 ㎝前後、２段目は１辺 84.5 ㎝、高さ 34.5 ㎝、３段

目は１辺 60～67 ㎝、高さ 34.5 ㎝で、総高は 2.38 ㎝である。 

基壇は板石を組合せて構築しているが三段目は一石である。 

碑の表面に「伊東忠平祐義碑」、裏面に「鑿井紀功碑」の銘、裏面に沿革等を刻する。石

材は不明だがやや緑色がかった色調で凝灰岩と思われる。かなり風化が進み一部判読が困

難な文字がある。 

基壇の２段目には裏面を除く三面にわたって実子、発起者、有志者、親族の名が刻まれ
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る。石材は灰白色の色調で凝灰岩と思われる。 

５．碑文及び関係文書 

顕彰碑裏面の碑文に関係する文書が、旧上西郷村、内殿地区の織田家文書中にある。関

連文書を次に挙げる（内容については別添資料参照。また、カッコ内は福間町史資料目録

の資料番号及びマイクロフィルム番号・コマ数である）。 

① 「井土開鑿記念碑建設主意書」（文書番号 93、リール 43、コマ 274）

漢字カナ混じり文。内容は井戸掘削の経緯を記す。著者は旦ノ原有志者一同。

日付は明治 34 年３月。

② 「鑿井紀功碑」（文書番号 92、リール 43、コマ 273）

漢文。内容は井戸掘削の経緯と漢詩。著者は大森達。

日付は明治 34 年６月。

③ 「鑿井紀功碑(乙)」（文書番号 95、リール 43、コマ 279）

漢字かな混じり文。著者はわからないが旦ノ原有志中とする。

日付は明治 34 年。

④ 「鑿井紀功碑(甲)」（文書番号 94、リール 43、コマ 277）

漢字かな混じり文。文章が途切れる１紙を含む。著者は大森達。

日付は明治 34 年 10 月。

 文意は全て共通し、旦ノ原は丘陵地帯で井戸が無く、居住者や街道の通行者が困ってい

たところ、伊東忠平氏の努力により井戸掘削が実現したことと、これを顕彰するためにこ

の碑が建立されたことが記されている。 

主意書①は井戸建設の仔細を記し、碑を建てる趣意を説く。②～④は碑文の草稿である。 

 碑文と比較すると、②は内容、表現等は似ているが漢文であり、漢詩も付されていて大

きく異なる。③は文頭及び文末の表現がやや異なる。④は碑と同年同月で、かつ使用字体

が若干異なるのみの同文と言ってよく、碑文の決定稿であろう。 

日付、内容からみて、まず大森氏へ原稿依頼がなされ、大森氏は①の主意書を基に②を

作成。しかしながら、漢文そして漢詩で記されることに異論があったのであろう。有志者

の内、教養ある者によって漢詩を省略し、漢文読み下しを主体として③が作成されて大森

氏へ改めて修正依頼がなされ、④の決定稿に至ったと考える。 

 なお、主意書①は「文久二年の秋起工」「翌三年の秋竣工」、②は「時文久三年九月」そ

して「日閲一歳」と記すのに対し、碑文そして決定稿の④は竣工を「文久三年六月」とす

る。②と④の間、③の文書を見ると「半歳」と記し、そして「時文久三年〇月」は「六」「九」

いずれか判じ難いが「六」と読めるように思われる。事実、大森氏の原稿は②では「一歳」

と記していたが、③の校閲を受けて「半歳」そして「時文久三年六月」と修正している。
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よって、碑文は「文久三年六月」と刻するが、井戸の竣工は「文久三年九月竣工」であっ

たと考える。 

６．織田家文書について 

 織田家文書は、旧福間町（現福津市）により「福間町史」編さん時に収集されたもので、

旧内殿村の織田家に蔵されていたものである。所有者織田成徳氏は旦ノ原井戸から 100ｍほ

ど北側の福津市在住で、隣接して愛宕神社がある。位置的には、旧上西郷村に当る。 

138 点の文書があり、年代がわかるものでは天正 14 年から明治 35 年、内容は僧職の補

任文書（修験関係の補任と思われる）、神道書、易学書、証文類など多岐にわたる。旦ノ原

井戸の関連文書は４点で、「鑿井紀功碑」碑文（銘文）の草稿３点、建設に当っての主意書

１点である。世話人「織田政雄」のもとに残されたものが織田家に伝わったものと思われ

るが確証はない。 

 文書中に、伊東忠平の実子「伊東作衛門」が請人となった証書や宛名が「席内村大字莚

内、伊東作右衛門」となった明治 29 年の借用書が含まれており、織田家と伊東家に密接し

た関係があったことを示唆している。また、「壇ノ原神職織田政雄」名の書冊があり、世話

人の織田政雄は神職であったことがわかる。「旦ノ原愛宕神社略縁起（巻末後記）」には『元

禄十五年小田久兵衛愛宕社再建シ、一子を修験トナシ、明治四十一年織田政雄代迄弐百〇

七年トナル、祖小田善右衛門天文廿年ニ愛宕社ヲ建立シテ大正十二年迄三百七十四年也』

とあり、愛宕神社の神職である。 

７．関係者について 

（１）伊東忠平について

 旦ノ原井戸を掘削した伊東忠平については、現在のところどのような人物であったのか

不明である。 

 実在の人物であるかという点については、顕彰碑に掘り込まれた実子「伊東作衛門」、「仝

新兵衛」は、いずれも愛宕神社に残る「愛宕神社御宮座帳」（明治 33 年～昭和 15 年分）に

認められ、また、「伊東新兵衛」は「征露路祈念碑（明治 39 年建立）」や「本社修繕碑」明

治 42 年建立）」に見え、その傍証となる。 

更に資料調査を実施したい。 

（２）石松林平について

 顕彰碑碑文に登場する「大庄屋石松林平」は久末触の大庄屋である。経歴等は「宗像郡

誌」に詳しい。以下主要部を引用する。 

『（石松林平）氏は宗像郡赤間町徳重の人、年十八にして徳重村の里正となり、嘉永五年

7



同郡久末触に大里正となる。在職三十余年にして辞職す。明治三年特に選はれて、表粕屋

郡酒殿触口大里正となり、同四年廃藩置県の際に至る。明治五年又選はれて地券掛となり、

翌年職を辞す。在職総て四十八年(略)。』『明治十二年八月八日没、年六十九』  

極めて優秀な人物であったことがわかる。 

（３）大森達について

 顕彰碑碑文作者の「大森達」についても経歴等は「宗像郡誌」に詳しい。以下主要部を

引用する。 

 『文久三年九月六日父太七ノ長男トシテ牟田尻に出生、幼名竹蔵（十六才ニシテ喪父） 

昭和六年二月五日死亡（二月十二日村葬於学校）』 

 教育方面そして農産業そして自治等に非常に功績多いことがわかる。碑文の原稿執筆に

携わった時は福岡県宗像郡の視学（明治 31 年５月 28 日）で、決定稿作成頃（明治 34 年９

月 30 日）は宗像郡役所第三課長であった。 

（４）石工 花田藤右衛門について

 花田藤右衛門は旧津屋崎町渡の石工であろう。しかしながら、「花」ではなく「芲」字を

用いる「芲田藤右衛門」は見出すが、「花田藤右衛門」銘は、現在のところ顕彰碑以外に見

られない。 

 「芲田藤右衛門」銘の制作物として、楯崎神社一の鳥居(明治 36年３月建立)、金刀比羅

神社第二・第三鳥居(大正７年９月)、縫殿神社鳥居(大正 7 年)が現存する。最も古いのは

明治 36年で、顕彰碑建立の２年後であり、したがって、この間「花田」から「芲田」へ変

更した可能性も考えられてよいように思うが確証はない。 

（５）その他関係者について

 顕彰碑台座に記される有志者等について、愛宕神社に現存する石造物〔征露記念碑（明

治 39 年２月）、本社修繕寄付者（明治 42 年３月）、御大典記念鳥居（昭和３年 11 月）〕、そ

して「愛宕神社御宮座帳」（明治 33 年～昭和 15 年分）から同名を抽出し表にまとめた。 

 これを見ると、有志者の中で顕彰碑にのみ名が見られるのは、発起者の「織田庄兵衛」

そして有志者では「城戸光太郎（「坂丸友太郎」も同名は昭和３年建立の鳥居であり、別人

の可能性もある）」のみで、そのほとんどは愛宕神社の氏子であることがわかる。また、「明

治 42 年建立本社修繕」を見ると、これは「当町」と「上西郷部落／薦野下村・中・石原／

畦町部落」とに画されており、有志者すべてが「当町」に属することがわかる（「その他」

としたものには「横大路久七（親族）」がいるのみ）。愛宕神社の祭礼は現在も旧郡・村を

越えて続けられており、氏子は内殿村・上西郷村・筵内村・薦野村の各旦ノ原の居住者か

8



らなると考えられる。このような単位を称して「当町」としたのであろうか。なお、愛宕

神社の宮座構成員は明治期に 22・3 人程であったとされる。 

 参考までに、「福岡県地理全誌」に記される各村の「團ノ原」の戸数を見ると、『内殿村 

此所。内殿。上西郷。糟屋郡薦野。筵内。四村密接ノ地ニシテ。此村ニ属セルハ。六戸ア

リ』『上西郷村 十一戸』『筵内村 一戸。官道ニアリ』『薦野村 三戸』とあって、團ノ原

の戸数合計は 21 戸。宮座構成員にほぼ近しい数を得る。また、『筵内村』は一戸とされて

いる。井戸を設置した伊東氏宅は筵内村内に属しており、この一戸は伊東氏を指すと捉え

ておきたい。そした伊東忠平の実子「伊東新兵衛」のみが、筵内村熊野神社の神殿改築碑

（明治 25 年）に認められることもこの想定を指示するものと考える。 

参考文献リスト 

「福間町史 資料編２」 2000 年 福間町史編集員会 

「福間町史 資料編４」 2000 年 福間町史編集員会 

「福間町史 収集資料目録３ 諸家文書」福間町史編纂室 2000 年 

「津屋崎町民俗調査報告書 津屋崎の民俗（第３集）」津屋崎町誌編集委員会 1998 年 

「宗像郡誌 上巻」 伊東尾四郎 1972 年 
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旦ノ原井戸位置図（1/25,000）

旦ノ原井戸所在地 

青柳宿 

旦ノ原井戸 

古賀市域の唐津街道略図

※グーグルマップを改変

箱崎宿（現福岡市へ） 

畦町宿（現福津市へ） 

10



 

 

井戸 

顕彰碑 

凡例 

   移転以前の推定位置 

  

   第１次移転位置 

    

   第２次移転位置 

    

移転前道路幅 

第 1次移転後道路幅 

第２次移転後道路幅 

凡例 

   移転以前の推定位置 

  

   第１次移転位置 

    

   第２次移転位置 

    

旦ノ原井戸移転変遷略図２ 

旦ノ原井戸移転変遷略図１（約 1/1,000） 
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県道町川原福間線改築工事関係文書 見取図 
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昭和 55年４月発行 広報こが 
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昭和 50年代の航空写真(実線で囲む範囲が井戸、鎖線で囲む範囲が推定伊藤忠平宅地) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回移転工事前井戸状況（内殿村側から） 

14



第１回移転工事前井戸状況（薦野村側から） 

第 1回移転工事井戸復元工事状況 第１回移転工事敷地内整地工事状況 

  第 1回移転工事顕彰碑組立状況１ 第 1回移転工事顕彰碑組立状況 2 
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第 1回移転工事竣工状況１ 

第 1回移転工事竣工状況２ 
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第 2回移転工事前井戸状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回移転工事顕彰碑解体作業１      第 2回移転工事顕彰碑解体作業２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回移転工事井戸解体作業       第 2回移転工事井戸基礎工事 
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第 2回移転工事井戸組立工事１ 第 2回移転工事井戸復元工事２ 

第 2回移転工事敷地整地工事 第 2回移転工事覆屋組立工事 

第 2回移転工事竣工状況 
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顕彰碑正面               顕彰碑左側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      顕彰碑右側面                顕彰碑裏面 
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井 土 開 鑿 紀 念 碑 建 設 主 意 書 （ ① 文 書 ） 読 み 下 し  

 

抑 旦 ノ 原 ノ 地 タ ル 糟 宗 二 郡 ノ 境 界 ヲ ナ セ ル 丘 陵

キ ュ ウ リ ョ ウ

 

 

上 ニ 位 シ 旧 幕 藩
ハ ン

治
ジ

ノ 時 ハ 九 州 各 藩 江 戸 参 覲
き ん

ノ  

 

往 復

オ ウ フ ク

常 ニ 此 ノ 地 ヲ 貫 通

カ ン ツ ウ

セ ル 街 道

カ イ ド ウ

ヨ リ 上 下 セ ラ ル  

 

ル 要 衝

ヨ ウ シ ョ ウ

ニ 当 ル ヲ 以 テ 旅 客 ノ 通 行 貨 物 ノ 運 輸

ウ ン ユ

 

 

絡 繹

ラ ク エ キ

相
ア イ

踵
ツ ギ

ギ 此 ノ 地 ニ 休 息 ス ル ノ 士 駄 馬
ダ バ

ニ 水 飼 フ  

 

ノ 夫 絶 ヘ ズ 然 リ ト 雖 モ 東 西 何 レ ヨ リ ス ル モ 地 素 ト  

 

丘 上 ニ 在 リ 如 之

シ カ ノ ミ

ナ ラ ズ 一 小 ノ 寒 村 井 土 開 鑿

カ イ サ ク

ノ 資 財

シ ザ イ

 

 

ニ 乏
ト ボ シ

シ ク 日 常 僅 ニ 坂 路 ヲ 昇 降

シ ョ ウ コ ウ

シ テ 丘 澗
カ ン

ノ  

 

井 水 ヲ 使 用 シ タ リ シ ヲ 以 テ 居
キ ョ

民 ノ 困
コ ン ナ ン

難 旅 客 ノ  

           

不 便 実 ニ 言 語 ニ 絶 ス 故 ニ 井 土 開 鑿 ヲ 企  

 

図 ス ル モ ノ ナ キ ニ ア ラ ザ ル モ 如 何 セ ン 居 民 財 力

サ イ リ ョ ク

ノ  

 

到 底

タ ウ テ イ

此 ノ 一 大 難 工 事 ノ 費 途
ヒ ト

ヲ 支 ヘ ン ヤ  
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恨
ウ ラ

ミ ヲ 呑 ム 茲
こ こ

ニ 年 ア リ 時 ニ 宗 像 郡 徳 重 村  

大 庄 屋 石 松 林 平 氏 出 福 ノ 途 次
ト ジ

必 ス 伊 東

忠 平 氏 ノ 宅 ニ 休 息 セ ラ ル 伊 東 氏 事 情 ヲ  

訴
ウ ツ タ

ヘ テ 井 土 開 鑿 ノ 事 ヲ 歎 願

タ ン ガ ン

シ テ 措
ヲ カ

カ ズ 爾

後 日 夜 眠 食

ミ ン シ ョ ク

ヲ 廃
ハ イ シ

テ 東 西 ニ 奔 走 シ テ

哀
ア イ

願 セ ル 再 三 終 ニ 石 松 大 庄 屋 ノ 採 用

サ イ ヨ ウ

セ ル 所 ト  

ナ リ 宗 像 郡 費 ヲ 以 テ 井 土 ヲ 開 鑿 セ ル ニ 至 リ

地 ヲ 伊 東 忠 平 氏 ノ 敷 地 ニ 卜 シ 文 久 二 年 ノ

秋 起 工 シ 宗 像 各 村 ヨ リ 逓 番

テ イ バ ン

ヲ 以 テ 出 夫 シ  

開 掘

カ イ ク ツ

二 十 餘 尋
ジ ン

清 水 滾
コ ン

々 ト シ テ 湧 出

ユ ウ シ ツ

ス 出 夫

幾 千 日 子 数 百 ヲ 算 ス 又 糟 屋 郡 近 村 ヨ リ  

出 夫 ノ 義 捐

キ エ ン

ア ル ヲ 栗 石 ヲ 薦 野 川 ヨ リ 運 ヒ  

翌 三 年 ノ 秋 竣 工

シ ュ ン コ ウ

ス 居 民 ノ 歎 喜
キ

旅 客

リ ョ キ ャ ク

ノ 便
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利 筆 紙 ニ 尽 シ 難 シ 時 ニ 石 松 大 庄 屋 伊 東 忠 平  

 

氏 ヲ 始 メ 当 地 ノ 民 衆
シ ュ

ヲ 不 残 畦 町 郡 屋 ニ  

 

呼 出 シ 井 土 開 鑿 ノ 竣 工 ヲ 告 ゲ シ ハ 実 ニ  

 

野
ヤ

職
シ ョ ク

ノ 満 足

マ ン ゾ ク

セ ル 処 自 今 該 井 水 ハ 公 衆 ノ  

 

為 メ 開 掘 セ シ モ ノ ナ レ バ 居 民 平 等 ニ 使 用 シ  

 

修 繕 井 浚 等 ノ 費 金 ハ 当 地 ノ 負 担

フ タ ン

ト シ 伊  

 

東 忠 平 氏 功 労 ア リ ト 雖 モ 出 費 ス ベ キ 旨  

          

告 諭

コ ク ユ

セ ラ ル 之 ヲ 要 ス ル ニ 該 井 水 ノ 便 ヲ 得 シ  

 

ハ 石 松 大 庄 屋 ノ 恩 物 ニ 外 ナ ラ ズ ト 雖 モ 伊 東  

 

忠 平 氏 大 奔 走 ノ 起 因 無 ク ン バ 何 ゾ 今 日 ノ 効
コ ウ

 

 

果
ク ワ

ア ラ ン ヤ 然 ニ 星
ホ シ

移
ウ ツ

リ 物
モ ノ

変
カ ワ リ

リ 幾 多  

     

春 秋 ヲ 重 ネ 井 土 開 鑿 ノ 偉
イ

蹟
セ キ

ヲ シ テ 或  

 

ハ 湮 滅

エ ン メ ツ

ニ 皈
キ

セ ン 事 ヲ 慮
オ モ ン バ カ

リ 当 地 ノ 有 志 者 相  
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議 リ 建 碑

ケ ン ヒ

シ テ 偉 功

イ コ ウ

ヲ 不 朽

フ キ ユ ウ

ニ 垂 レ ン コ ト ヲ  

               

期
キ

ス  

 

明 治 三 十 四 年 春 三 月 日  

        旦 ノ 原 有 志 者 一 同  
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鑿 井 紀 功 碑 （ ② 文 書 ）

宗 像 粕 屋 二 郡 之 境
サ カ イ

跨
マ タ カ リ

ニ 丘 陵

キ ュ ウ リ ョ ウ
一 沿

ソ ヒ
二 街 道

カ イ ト ウ
一 有

ア リ
ニ 一 郷

ヒ ツ キ ョ ウ
一 稱 ニ

旦 原 郷 一 無
ナ シ

ニ 井 水

セ イ ス イ

之
ノ

便
ベ ン

一 居 民

キ ョ ミ ン

苦
ク ル シ ム

レ 之
コ レ ヲ

旅 客

リ ョ キ ャ ク

亦
マ タ

悩
ナ ヤ ム

焉 平 氏 以 東 忠 平 君 深
フ カ ク

憂
ウ レ ヒ

レ 之
コ レ ヲ

謀
ハ カ ル ニ

ニ 大 庄 屋 石 枩  

林 平 氏 一 以
モ ッ テ ス

ニ 鑿 井

サ ク セ イ

之 事 一 畫
カ ク

策
サ ク

周 到

シ ュ ウ ト ウ

辞
ジ

氣
キ

愿
ゲ ン

款
カ ン

石 枩 氏 諒
リ ョ ウ シ

ニ 其
ソ ノ

志

コ コ ロ ザ シ
一 卜

ボ ク シ
ニ 地

チ ヲ

於 伊 東 氏 之 宅 畔

タ ク ハ ン
一 令

レ イ シ
ニ 郡 下 各

村 一 逓 番

テ イ バ ン

出 役

シ ュ ツ エ キ

隣 接

リ ン セ ツ

粕 屋 郡 之 諸 邑

シ ョ ユ ウ

聞
キ

レ 之
コ レ ヲ

亦
マ タ

来
キ タ リ

助
タ ス ケ

其
ソ ノ

ユ
コ ウ

凡
オ ヨ ソ

役
エ キ ス

レ 人
ヒ ト ヲ

數 千 閲
ケ ミ ス ル

レ 日
ヒ

一 歳 始
ハ ジ メ テ

得
エ

レ 告
ツ グ ル

ニ 竣 功

シ ュ ン コ ウ
一 乃

ス ナ ワ チ

石 枩

氏 會
カ イ シ

ニ 郷 民

キ ョ ウ ミ ン
一 告

ツ ゲ テ
レ 之

コ レ ヲ

曰 一 郷 永 共
キ ョ ウ

ニ 用
ヨ ウ

井 水

セ イ ス イ
一 修

ヲ サ メ
レ 之

コ レ ヲ

浚
サ ラ ヘ

レ 之
コ レ ヲ

勿
ナ カ レ

三 敢
ア エ テ

或
ア ル イ ワ

紛 争

フ ン ソ ウ

以
モ ッ テ

廃
ハ イ ス ル

ニ 前 功

セ ン コ ウ ヲ
一 時 文 久 三 年 九 月 也 至

イ タ ッ テ
レ 今

イ マ

郷 民 偉
イ ト シ

ニ 石 枩 伊 東 二 氏 之 義 挙

ギ キ ョ ヲ
一 頃 日

キ ョ ウ ジ ツ

有 志 者 相  

謀
ハ カ リ

欲
ホ ッ ス

ニ 建
タ テ

レ 碑
ヒ

紀
キ セ ン

一 レ 恩
ヲ ン ヲ

嘱
ゾ ク ス

ニ 文
ブ ン ヲ

余
ヨ ニ

一 因
ヨ リ テ

紀
キ シ

ニ 事
シ

歴
レ キ

之
ノ

梗 概

コ ウ ガ イ ヲ
一

且
カ ツ

係
カ カ ル

レ 之
コ レ ニ

以
モ ッ テ

レ 銘 々

メ イ メ イ

曰
イ ワ ク
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至 誠

シ セ イ

貫
ツ ラ ヌ ク

ニ 巖
ガ ン

石
セ キ

一  濫 泉

ラ ン セ ン

不 日 成

フ ジ ツ ニ ナ ル

   觱 沸

ヒ ツ フ ツ

珠 玉

シ ュ ギ ョ ク

迸

ホ ト バ シ ル

 

                     

渟 澄

テ イ ト ウ

氷 鏡

ヒ ウ キ ョ ウ

清
キ ヨ シ 

   閭 閻

リ ョ エ ン

称
シ ョ ウ ス

ニ 偉 績

イ セ キ
一  康

コ ウ

衢
ク

湧
ワ ク

歓 声

カ ン セ イ

 

 

嗚 呼
ア ア

ニ
ニ

氏
シ ノ

徳
ト ク 

   永
ナ ガ ク

與
ト

ニ 日 月

ジ ツ ゲ ツ ト
一 明

ア キ ラ カ ナ リ

  留
ト メ

ニ 此
コ ノ

一 片 石

イ ッ ペ ン セ キ
一  

 

萬 古

ハ ン コ

傳
ツ ト ウ

二 令 名

レ イ メ イ ヲ
一   布 衣 大 森 達 謹 撰  

 

明 治 三 十 四 年 六 月  
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織 田 文 書 漢 文 鑿 井 紀 功 碑 （ ② 文 書 ） 読 み 下 し  
宗 像 粕 屋 二 郡 の 境 、 丘 陵 に 跨 り 街 道 に 沿 い 一 郷 有 。

旦 ノ 原 郷 と 稱 す 。 井 水 の 便 無 し 。 居 民 之 を 苦 し む 。 旅 客 亦 悩 む 。  

焉 ぞ 平 氏 以 東 忠 平 君 之 を 深 く 憂 い 、 大 庄 屋 石 枩 林 平 氏 に 謀 る に 鑿 井 の

こ と を 以 て す 、 畫 策 周 到 辞 気 愿 款 。  

石 枩 氏 其 の 志 を 諒 と し 、 地 を 伊 東 氏 の 宅 畔 に 卜 し 、 郡 下 各 村 に 令 し 逓 番  

出 役 せ し む 。

隣 接 粕 屋 郡 の 諸 邑 之 を 聞 き 、 亦 来 た り て 其 の 工 を 助 け 、 凡 そ 人 を 役 す こ と

数 千 、 日 を 閲 す こ と 一 歳 、 始 て 竣 工 を 告 ぐ る を 得 る 。  

乃 ち 石 枩 氏 郷 民 に 會 し 之 を 告 げ て 曰 く 、 一 郷 永 く 井 水 を 共 用 し 、 之 を 修 め

之 を 浚 へ 、 敢 え て 或 い は 紛 争 を 以 て 前 功 を 廃 す る 勿 れ 。 時 文 久 三 年 九 月 也 。 

今 に 至 っ て 、 郷 民 石 枩 伊 東 ニ 氏 の 義 挙 を 偉 と し 、 項 日 有 志 者 相 謀 り 、

碑 を 建 て 恩 を 紀 せ ん と 欲 す 。  
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文 を 余 に 嘱 す 。 因 り て 事 歴 の 梗 概 を 紀 し 、 且 つ 之 に 係 る 銘 々 を 以 て 曰 く  

 

至 誠 巖 石 を 貫 く    濫 泉 不 日 成 る      觱 沸 珠 玉 迸 る  

 

渟
て い

澄
と う

氷 鏡 清 し     閭 閻

り ょ え ん

偉 績 を 称 す     康 衢 湧 く 歓 声  

                       

嗚 呼 二 氏 の 徳     永 く 日 月 と 明 ら か な り  此 の 一 片 石 に 留 め  

 

萬 古 令 名 を 傳 う     布 衣 大 森 達 謹 撰  

 

明 治 三 十 四 年 六 月  
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田
文
書

 
番
号

9
5

 
③
文
書

 

33



鑿 井 紀 功 碑 （ 乙 ） （ ③ 文 書 ） 読 み 下 し  

 

我 旦 原 の 郷 た る や 宗 像 糟 屋 二 郡 の 境 に 跨 り  

 

東 西 通 行 の 要 路 に 当 る も 土 地 丘 陵 の 上 に 位 す る を  

 

以 て 古 来 井 水 の 便 乏 く 啻 旅 客 の 之 を 苦 む の み  

       

な ら ず 居 民 亦 之 を 悩 み た り き 我 郷 伊 東 忠 平 君  

 

深 く 之 を 憂 ひ 大 庄 屋 石 枩 林 平 氏 に 謀 る に 鑿 井 の  

          

事 を 以 て し 畫 策 周 到 辞 氣 頗 る 愿 款 な り  

      

石 枩 氏 其 志 を 諒 と し 地 を 伊 東 氏 の 宅 畔 に ト し  

 

附 近 各 村 を し て 逓 番 夫 を 出 さ し む る や 糟 屋 郡 の  

 

諸 邑 亦 来 て 其 ユ を 助 け 人 を 役 す る 幾 千 日 を  

      

閲 す る 殆 と 半 歳 巨 井 茲 に 成 て 清 水 地 底  

 

に 湧 き 歎 声 永 く 閭 閻 に 満 つ 時 文 久 三  

 

年 六 月 也 然 る に 歳 月 の 久 き 其 事 歴 の 漸  

34



 
く 湮 滅 せ ん こ と を 恐 連 頃 者 有 志 相 議 り 碑 を  

         

建 て 以 て 石 枩 伊 東 ニ 氏 の 義 挙 を 不 朽 に 傳  

 

ふ と 云 ふ こ と 爾 り  

 

明 治 三 十 四 年 月 日   旦 原 有 志 中  

 

             （ 或 ハ 姓 名 列 記 ）  
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文
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１
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鑿 井 紀 功 碑 （ ④ 文 書 の １ ）

宗 像 糟 屋 二 郡 の 境 丘 陵 に 跨 り 街 道 に 沿 ひ 一 郷 あ り

旦 原 と 称 す 郷 井 水 の 便 乏 く 啻 旅 客 の 之 を 苦 む

の み な ら ず 居 民 亦 之 を 悩 み た り き 同 郷 伊 東 忠 平  

君 深 く 之 を 憂 ひ 大 庄 屋 石 枩 林 平 氏 に 謀 る に

鑿 井 の 事 を 以 て し 畫 策 周 到 辞 氣 頗 る  

愿 款 な り 石 枩 氏 其 志 を 諒 と し 地 を 伊 東 氏 の 宅 畔 に

卜 し 附 近 各 村 を し て 逓 番 夫 を 出 さ し む る や 糟 屋 郡 の

諸 邑 亦 来 て 其 工 を 助 け 人 を 役 す る 幾 千 日 を 閲

す る 殆 と 半 歳 巨 井 茲 に 成 て 清 泉 地 底 に 湧 き

歓 聲 永 く 閭 閻 に 満 つ 時 文 久 三 年 六 月 也 頃 日

有 志 者 相 議 り 碑 を 建 て 以 て 石 枩 伊 東 二 氏 の

義 挙 を 不 朽 に 傳 へ ん と し 余 に 嘱 す る に  
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陰 誌 を 以 て せ ら る 不 肖 義 辞 す る を 得 す  

 

謹 て 事 歴 の 梗 概 を 紀 す る と 云 爾  

    

明 治 三 十 四 年 十 月  

 

          布 衣 大 森 達 謹 識  
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鑿 井 紀 功 碑 （ 甲 ） （ ④ 文 書 の ２ ） 読 み 下 し  

 

宗 像 糟 屋 二 郡 の 丘 陵 に 跨 り 街 道 に 沿 ひ  

 

一 郷 あ り 旦 原 と 称 す 郷 井 水 の 便 乏 く 啻 旅  

 

客 の 之 を 苦 む の み な ら ず 居 民 亦 之 を 悩 み た り  

 

き 同 郷 伊 東 忠 平 君 深 く 之 を 憂 ひ 大 庄 屋 石  

 

枩 林 平 氏 に 謀 る に 鑿 井 の 事 を 以 て し 畫  

 

策 周 到 辞 氣 頗 る 愿 款 な り 石 枩 氏 其 志 を  

 

諒 と し 地 を 伊 東 氏 の 宅 畔 に ト し 附 近 各 村 を し て  

 

逓 番 夫 を 出 さ し む る や 糟 屋 郡 の 諸 邑 亦 来 て  

 

其 工 を 助 け 人 を 役 す る 幾 千 日 を 閲 す る 殆 と  

 

半 歳 巨 井 茲 に 成 て 清 泉 地 底 に 湧 き 歓  
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井
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永
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也
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を
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以
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松
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を
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明
治
三
十
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年
十
月 

布
衣 

大
森
達
謹
識 

凡例 

太ゴチ：判読ができず、織田文書で補ったもの 

碑 功 紀 井 鑿 
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實 子

伊 東 作 右 衛 門

仝 新 兵 衛

發 起 者

織 田 庄 兵 衛

世 話 人

織 田 政 雄

谷 川 惣 太 郎

石 工

花 田 藤 右 衛 門

有 志 者

織 田 小 太 郎

薄 利 吉

八 尋 徳 三 郎

谷 川 惣 太 郎

岩 崎 源 六

伊 東 直 吉

城 戸 光 太 郎

織 田 政 雄

松 本 源 三 郎

坂 丸 友 太 郎

磯 野 乕 平

折 目 嘉 三 郎

松 本 善 次 郎

磯 野 茂 六

城 埜 鶴 吉

折 目 安 次 郎

岩 崎 豊 季

城 野 久 米 吉

親 族

白 石 儀 七

吉 武 卯 七

島 田 善 市

横 大 路 久 七

藤 嶋 亀 太 郎

上 妻 藤 吉

横 大 路 正 次 郎

水 上 健 造

顕 彰 碑 台 座 人 名 一 覧

42



征露記念 御大典記念

明治39年 昭和3年 明治33年～

伊東作右衛門 〇 実子 〇

伊東新兵衛 〇 実子 〇 〇 当町 〇

伊東直吉 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

磯野茂六 〇 有志者 〇

磯野乕平 〇 有志者 〇 〇 当町

岩崎源六 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

岩崎豊季 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

織田庄兵衛 〇 発起者

織田小太郎 〇 有志者 〇 〇

織田政雄 〇 世話人 〇 〇 当町 〇

折目嘉三郎 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

折目安次郎 〇 有志者 〇

城戸光太郎 〇 有志者

城野久米吉 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

城埜鶴吉 〇 有志者 〇

坂丸友太郎 〇 有志者 〇

薄利吉 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

谷川惣太郎 〇 世話人 〇 〇 当町 〇

松本源三郎 〇 有志者 〇 〇

松本善次郎 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

八尋徳三郎 〇 有志者 〇 〇 当町 〇

横大路久七 〇 親族 〇 その他

白石儀七 〇 親族

吉武卯七 〇 親族

島田善市 〇 親族

藤嶋亀太郎 〇 親族

上妻藤吉 〇 親族

横大路正二郎 〇 親族

水上健造 〇 親族

※その他は「上西郷部落・薦野下村　石原　中・畦町部落」

伊東新兵衛は筵内熊野神社神殿改築碑（明治25年）にも名がある

顕彰碑台座に見られる人名関係調査一覧表

顕彰碑
愛宕神社石造物

宮座
本社修繕

明治34年 明治42年
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